




Reproductive characteristics of early-flowering cherry 
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（Watanabe and Yoshikawa 1967）。自殖を避け、受粉・結実に他個体を必要とするこの機
構がサクラの多様性を生み出す一つの要因と考えられている（Watanabe and Yoshikawa 
1967）。その結果、野生種のサクラは形態的な変異が種内で多く確認されている（川崎
1993；日本花の会 1986；Watanabe and Yoshikawa 1967）。また近年の DNA マーカーを用
いた遺伝的組成の解析により、ヤマザクラ（P. jamasakura）やオオシマザクラ（P. 
lannesiana var. speciosa）では、集団間の遺伝的差異があることが明らかになってきた
（Tsuda ら 2009；Kato ら 2011）。 
一方、栽培品種のサクラは種間交雑の多い分類群と考えられている（日本花の会
1982；川崎 1993；日本花の会 2002；遺伝学普及会 2006；鶴田ら 2012a）。例えば国内で
広く植栽されている‘染井吉野’（P.× yedoensis）は、エドヒガンとオオシマザクラの
雑種であると推定されている（竹中 1962；竹中 1965；Kaneko ら 1986；Innan ら 1995）。 
サクラの野生種は、北半球の温帯に分布しており（日本花の会 1982；川崎 1993）、そ
の大部分が東アジアに産し、分布の中心は中国南西部にあるとされる（川崎 1993）。サ












くが消失したといわれている（日本花の会 1982）。しかし、明治 19 年（1886 年）に江
北村（現東京都足立区）村長の清水謙吾がこうしたサクラを集めて荒川堤に 78 種類を
1
 植栽したように（東京府 1931；森林総合研究所 2013）、江戸時代に出現した品種の一部
はその後も保存され、現在も残っているものもあるとされる（本田・林 1974；日本花
の会 1982；大場ら 2007）。 
こうした昔からある品種を保存するだけでなく、現在も新しい品種の作出、育成は続
い て い る 。 種 苗 法 に 基 づ く 農 林 水 産 省 の 品 種 登 録 制 度
（http://www.hinsyu.maff.go.jp/，2015 年 12 月 20 日参照）では、サクラの登録は





ている（大井・太田 1973；本田・林 1974；日本花の会 1982；川崎 1993；遺伝学普及
会 2006）。 
近年、数多くのサクラ品種について、DNA マーカーを用いた遺伝的組成の解析が行








月中旬〜3 月上旬に満開となる‘河津桜’（P. × kanzakura cv. Kawazu-zakura）は、同地域
河津町の「河津桜まつり」や南伊豆町の「みなみの桜と菜の花まつり」といった花見の
イベントの対象となっており、毎年 100 万人近い人々が訪れる（静岡県 2014）。同じく



















林 1974；川崎 1993；日本花の会 1982）。前述の‘熱海桜’はその中でも古く、明治初
年（1868 年）に熱海市へ導入された記録がある（内田 1977）。また前述の荒川堤の桜に







（P. lannesiana cv. Sekiyama）など紅色の濃い華やかな印象のある品種の人気が高い（本
田・林 1974）。明治から昭和にかけて活躍したイギリスのサクラの収集・育種家である
コリングウッド・イングラムは、実際にカンヒザクラを原種に用いて紫紅色の花が咲く
























   
図Ⅰ-1 代表的な早咲きのサクラ品種 











図Ⅰ-4 図Ⅰ-5 図Ⅰ-6 
図Ⅰ-7 図Ⅰ-8 
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法の見解の違いなどから Prunus または Cerasus の双方が使用されているが、本研究では川













































たとされる種の記録などから調べた（三好 1980；大井・太田 1973；本田・林 1974；日本花
の会 1982；日本花の会 1986；川崎 1993；村田 1997；日本花の会 2002；遺伝学普及会 2006；

































準雑種の検証］における形態調査及び AFLP 分析の実験に用いた。 
調査は 2013 年 2 月 25 日～3 月 1 日に台湾の台中の山地において、2015 年 2 月 1 日～2 日
に沖縄県石垣市及び国領郡本部町八重岳にて行った。生育地は、実測した GPS データ及び

























庁（1991）の定義に従い「地上から約 130cm の位置での幹周（囲）が 300cm 以上のサクラ」
とした。地上から約 130cm の位置において幹が複数に分かれている場合には、同定義に従
い、主幹の幹周が 200cm 以上あり、複数の幹の幹周の合計が 300cm 以上のものを対象とし
た。調査に当たっては、日本さくらの会（2002；2003）による全国における巨樹・巨木林一
覧のうち、該当する県の一覧を基本に、文献情報を加えリスト化した。このリストを基に、
2005 年 9 月 17 日～2009 年 8 月 22 日に現地調査を行い、それぞれの巨木の①生育場所、②
通称名、③種、④幹周、⑤健全度、⑥周囲環境、⑦標高、⑧緯度、経度を調べた。 
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デル（GLMM：Generalized Liner Mixed Model）による統計解析を行い、この時個体をランダ
ムファクターとして組み込んだ。応答変数の確率分布は二項分布を仮定し、赤池の情報量基
準（AIC：Akaike’s Information Criterion）に基づくモデル選択を行った。これらの解析には、

















て調べた。花粉採取後 4 ヶ月と 9 ヶ月保存した場合の花粉管発芽率を比較した。 
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 種 分布 花の特徴 開花時期 開花期間※ 










Prunus campanulata Maxim. 
 






4 月上旬（東京） 14 日間 
 
 
Prunus jamasakura Sieb. 
 









 Prunus lannesiana Wils. var. speciosa Makino  











P. lannesiana var. speciosa cv. Kanzaki-ohshima 
 
       
 川崎（1993）より引用。 ※開花期間は石井（1990）を参考とした。但しオオシマザクラ（早咲き性）は著者の観察による。  




         
 
種、品種 生育場所（採取地） 花粉の採取 記号 
使用した実験および観察（測定） 
 花粉充実率 花粉粒径 花粉管発芽率
 カンヒザクラ 茨城県結城市田間 2007 年 3月 8日 結城カ①07 ○ ○ - 
 静岡県熱海市海光町 2007 年 2月 25 日 海光カ 07 ○ ○ ○ 
 2008 年 2月 22 日 海光カ 08 ○ ○ ○ 
 静岡県田方郡函南町 2008 年 3月 25 日 函南カ 08 ○ ○ ○ 
 東京都稲城市坂浜 2007 年 3月 10 日 稲城カ①07 ○ ○ - 
 東京都世田谷区成城 2007 年 2月 15 日 世田谷カ 07 ○ ○ - 
 ヤマザクラ 神奈川県横浜市（四季の森公園） 2008 年 4月 4日 四季ヤ③08 - - ○ 
  東京都世田谷区砧（砧公園） 2008 年 4月 10 日 砧ヤ 08①～⑥ - - ○ 
  東京都世田谷区上用賀 2007 年 3月 31 日 用賀ヤ 07 ○ ○ - 
 オオシマザクラ 神奈川県横浜市（四季の森公園） 2008 年 4月 1日 四季オ 08 - - ○ 
  東京都世田谷区砧（砧公園） 2008 年 3月 27 日 砧オ 08①～⑥ - - ○ 
  東京都世田谷区上用賀 2007 年 3月 5日 用賀オ 07 ○ ○ - 
 オオシマザクラ（早咲き性） 静岡県熱海市和田浜南町 2007 年 2月 19 日 早咲オ 07 ○ ○ - 
 2008 年 2月 24 日 早咲オ 08 ○ ○ ○ 







































































































ザクラ、③オオシマザクラ（早咲き性）の 3 種を用いて正逆 6 通りの種の組合せで交雑試験
を行った。 
交雑試験はカンヒザクラ 10 個体、ヤマザクラ 4 個体、オオシマザクラ 4 個体、オオシマ
















      
 




 種子親（♀） 花粉親（♂） 
 カンヒザクラ 茨城県結城市田間 結城カ① 2007 ○ ○ 
 結城カ② 2007 ○ - 
 静岡県熱海市海光町 海光カ 2007 - ○ 
 2008 ○ ○ 
 静岡県田方郡函南町 函南カ 2008 ○ ○ 
 東京都稲城市坂浜 稲城カ① 2007 ○ ○ 
 稲城カ② 2007 ○ - 
 東京都世田谷区桜丘（東京農大） 農大中央カ 2007 ○ - 
 農大東カ 2009 ○ - 
 農大西カ 2009 ○ - 
 東京都世田谷区成城 世田谷カ 2007 - ○ 
 ヤマザクラ 神奈川県横浜市（四季の森公園） 四季ヤ① 2008 ○ - 
 四季ヤ② 2008 ○ - 
 四季ヤ③ 2008 ○ ○ 
 2009 - ○ 
 東京都世田谷区上用賀 用賀ヤ 2007 ○ ○ 
 2008 - ○ 
 オオシマザクラ 神奈川県横浜市（四季の森公園） 四季オ 2008 ○ - 
 東京都世田谷区砧（砧公園） 砧オ 2008 ○ ○ 
 2009 - ○ 
 東京都世田谷区桜丘（東京農大） 農大オ 2008 ○ - 
 東京都世田谷区上用賀 用賀オ 2007 ○ ○ 
 2008 - ○ 
 オオシマザクラ（早咲き性） 静岡県熱海市和田浜南町 早咲オ 2007 ○ ○ 
 2008 ○ ○ 






原種の組合せ ※種子親 （個体の組合せ）  交雑試験日 
カンヒザクラ※×ヤマザクラ 
海光カ×用賀ヤ 07 2008 年 2 月 22 日 
農大東カ×四季ヤ③08 2009 年 2 月 21 日 
カンヒザクラ※×オオシマザクラ 
結城カ①×用賀オ 07 2007 年 3 月 8 日 
稲城カ②×用賀オ 07 2007 年 3 月 10 日 
海光カ×用賀オ 07 2008 年 2 月 22 日 
函南カ×砧オ 08 2008 年 3 月 25 日 




2007 年 2 月 26 日 
2007 年 3 月 8 日 
稲城カ①×早咲オ 07 2007 年 3 月 10 日 
海光カ×早咲オ 07 2008 年 2 月 22 日 
海光カ×早咲オ 08 2008 年 2 月 26 日 
ヤマザクラ※×カンヒザクラ 
用賀ヤ×結城カ①07 2007 年 4 月 1 日 
用賀ヤ×稲城カ①07 2007 年 4 月 1 日 
用賀ヤ×海光カ 07 2007 年 4 月 1 日 
四季ヤ①×海光カ 08 2008 年 3 月 29 日 
四季ヤ②×海光カ 08 2008 年 3 月 29 日 
四季ヤ③×海光カ 08 2008 年 4 月 4 日 
四季ヤ③×函南カ 08 2008 年 4 月 4 日 
オオシマザクラ※×カンヒザクラ 
用賀オ×結城カ①07 2007 年 3 月 9 日 
農大オ×海光カ 08 2008 年 3 月 22 日 
砧オ×海光カ 08 2008 年 3 月 27 日 
砧オ×函南カ 08 2008 年 3 月 27 日 
四季オ×海光カ 08 2008 年 3 月 29 日 
四季オ×函南カ 08 2008 年 3 月 29 日 
オオシマザクラ（早咲き性）※×カンヒザクラ 
早咲オ×世田谷カ 07 2007 年 2 月 25 日 




































 種子発芽試験は、室内の人工環境気象器内で行った。直径 9cm、深さ 1.5cm のガラスシャ
ーレの中に水に浸した 2 枚重ねのろ紙を敷いてその上に所定数の種子を置床した。種子置
床後は常時湿潤状態を保ち、1 週間に一度の頻度で約 2ml の水を注水した。発芽床としたシ
ャーレは、明条件の場合、白熱蛍光灯で１日当たり 12 時間ずつ 900lux（28.7µmol･m-2･S-1）
照明し、10℃～30℃の範囲で 5℃間隔に設定してある温度勾配器（日本医化器械製作所製
Temperature gradient chamber、TG-200-ADCT）に置いた。 
 発芽した個体は種子発芽試験を実施しているシャーレとは別のシャーレに移し、全ての










て代表的な‘熱海桜’の種子を用いて発芽試験を行った。各種子材料は 2007 年 5 月 10 日か
ら 6 月 3 日の期間に採取した。種子発芽試験に用いた材料を表Ⅱ-5 に示す。種子は採取後
すぐに果実の状態のまま（果肉がある状態）網袋へ入れて土壌中に埋め、1～1 ヶ月半（2007
年 6 月 30 日まで）後に取り出し、水洗して残存する果肉は除去した。種子発芽条件は、横
山・石井（1998）、山中（1975）らの既往研究の方法にならい、5℃の恒温下に置いた。種子





のエドヒガン 4 個体、シダレザクラ 3 個体から 2008 年 6 月 5 日に採種した。発芽試験に用
いた材料を表Ⅱ-5 に示す。 
種子は、採取直後から 2008 年 7 月 20 日までの間、土壌を充填した素焼きの鉢の中に入
れ屋外に置いた。2008 年 7 月 20 日から 2008 年 8 月 31 日の約 6 週間は、適量の水分を含ん
だバーミキュライトを充填した素焼きの鉢に入れ、室内に置いた（暖温処理とする）。図Ⅱ
-4 に示す通り温度は自記温度記録計で 1 時間おきに温度を測定した。 
2008 年 8 月 31 日より 1 シャーレ当たり 100 粒をセットし、5℃の恒温下で発芽試験を行
った。また 2008 年 11 月 8 日より、三春滝桜を除く全ての種子材料で 5℃から 10℃の温度









ベレリン処理、内果皮の傷付け処理を行った。種子材料は 2007 年 5 月 10 日に種子を採取





べた。明条件は透明ガラスシャーレを用いて 1 日のうち 12 時間光が照射される状態とし、
暗条件はステンレスシャーレを用いて 24 時間暗黒になるように設定した。いずれも 1 シャ
ーレ当り 30 粒ずつ種子を置床し、2 反復した。 
 ②暖温処理と低温処理 




で 3 ヶ月間置き、5、10、15℃の恒温下に移した。またこの実験では、暖温処理後に 20、25、
30℃の恒温下に移した際、その後約 10 ヶ月間発芽が認められなかった。そのため 10 ヶ月
後にこれらを 10℃へ移す実験区も設けた。いずれの実験区においても 1 シャーレ当り 30 粒








ら 20℃の恒温下に種子を置いて約 5 ヶ月間（約 21 週）観察した。いずれの処理の実験も 1
シャーレ当り 30 粒の種子を置床し、明・暗条件をそれぞれで 2 反復設定した。 
 ④種子寿命に及ぼす水分条件 
 採取した種子を 1 ヶ月間、屋外で土壌中に埋め、果肉を除去した後、種子含水率が 6％に
なるまで 6 ヶ月間室内にて風乾した。その後、5、10、15℃の恒温・明条件下に 1 シャーレ





    ※ 
カンヒザクラ、ヤマザクラ、オオシマザクラ、熱海桜の種子は 90粒を使用した。 
    オオシマザクラ（早咲き性）は、種子発芽条件の検討を行う実験にも使用したため、合計で 1860 粒を使用した。 
    エドヒガンとシダレザクラの種子は、1個体あたり 200 粒を使用した。  
    












2007 年 5 月 25 日 
2007 年 6 月 2 日 
2007 年 5 月 11 日 
2007 年 5 月 10 日 










福島県三春町 2008 年 6 月 5 日 


























「原種候補種と既成品種の種子発芽」と同じ条件とし、直径 9cm、深さ 1.5cm のガラスシャ
ーレの中に水に浸した 2 枚重ねのろ紙を敷いてその上に所定数の種子を置床した。 
2007 年の種子発芽試験 
 交雑後結実した種子は、採取後すぐに果実の状態のまま網袋へ入れて、1 ヶ月間黒ぼく土
壌に埋めた。2007 年 6 月 30 日に、土壌から取り出し、水洗し残存する果肉は除去した後、
低温（5℃）の水で湿らせたろ紙を敷いたガラスシャーレに移し、明条件で発芽試験を行っ
た。 
2008 年、2009 年の種子発芽試験 
 前項 3 の「原種候補種と既成品種の種子発芽」の結果に基づき、暖温処理（約 20℃に 3 ヶ
月間）ののち低温（5℃）に種子を置き発芽試験を行った。種子は採取後すぐに果実の状態
のまま網袋へ入れて 3 ヶ月間黒ぼく土壌に埋め、2008 年 8 月 31 日に取り出した。水洗した
後、種子を水に入れて浮いたものは空虚種子として取り除いた。水に沈んだ種子は充実種子








       
       
 原種の組合せ ※種子親  個体記号 交雑実施年 採取年月日 種子数  
 カンヒザクラ※×ヤマザクラ 海光カ×用賀ヤ 07 2008 2008 年 5 月 19 日 1  
 カンヒザクラ※×オオシマザクラ 農大西カ×砧オ 08 2009 ND 16  
 カンヒザクラ※×オオシマザクラ（早咲き性） 農大中央カ×早咲オ 07 2007 2007 年 5 月 11 日 73  
 結城カ②×早咲オ 07 2007 2007 年 5 月 25 日 19  
 稲城カ①×早咲オ 07 2007 2007 年 5 月 11 日 38  




2008 年 5 月 19 日 
2008 年 5 月 19 日 
7  
 2  
 ヤマザクラ※×カンヒザクラ 用賀ヤ×結城カ①07 2007 2007 年 6 月 2 日 1  
 用賀ヤ×稲城カ①07 2007 2007 年 6 月 2 日 15  
 用賀ヤ×海光カ 07 2007 2007 年 6 月 2 日 9  
 四季ヤ①×海光カ 08 2008 2008 年 5 月 24 日 9  
 四季ヤ③×海光カ 08 2008 2008 年 5 月 24 日 4  
 四季ヤ③×函南カ 08 2008 2008 年 5 月 24 日 66  
 オオシマザクラ※×カンヒザクラ 用賀オ×結城カ①07 2007 2007 年 5 月 11 日 5  
 砧オ×海光カ 08 2008 2008 年 5 月 24 日 32  
 砧オ×函南カ 08 2008 2008 年 5 月 4 日 20  
 四季オ×函南カ 08 2008 2008 年 5 月 24 日 8  
 オオシマザクラ（早咲き性）※×カンヒザクラ 早咲オ×世田谷カ 07 2007 2007 年 5 月 10 日 75  
 早咲オ×海光カ 08 2008 2008 年 5 月 19 日 57  







































     
   種、品種、交雑組合せ 種子数  
 原種候補種 オオシマザクラ（早咲き性）1） 50








































       
 交雑組合せ ※種子親  個体記号 個体数 葉の枚数  
 カンヒザクラ※×オオシマザクラ（早咲き性） 農大中央カ×早咲オ 07 52 516  
 稲城カ①×早咲オ 07 11 110  
 ヤマザクラ※×カンヒザクラ 用賀ヤ×稲城カ①07 5 42  
 用賀ヤ×海光カ 07 3 30  









































      
 採取地 種･品種 個体数 花の数、花弁数  
 
台湾 南投県 
カンヒザクラ 5 47 花、177 枚  
 琉球寒緋桜 1 10 花、34 枚  
 上記 2種の中間型 3 29 花、119 枚  
 沖縄県 石垣島 カンヒザクラ 8 26 花、102 枚  





















































［DNA の抽出］  
DNA 抽出は CTAB 法（Stewart and Via 1993）に基づき行った。  
［AFLP 分析］ 
AFLP 分析は Vos ら（1995）の手法に基づき、EcoRI と MseI による制限酵素処理（37℃/1.5
時間）、アダプターのライゲーション（20℃/12 時間）、予備増幅プライマーによる予備的増
幅を行い、予備増幅産物を用いて選択的増幅を行った。制限酵素処理及びライゲーション反
応 に は 250ng の 抽 出 DNA を 用 い 、 ア ダ プ タ ー は EcoRI Adapter （ Up ： 5-
CTCGTAGACTGCGTACC/Low：CATCTGACGCATGGTTAA-5）と MseI Adapter（Up：5-
GACGATGAGTCCTGAG/Low： TACTCAGGACTCAT-5）を使用した。増幅には AFLP 
Amplification Core Mix（Applied Biosystems Inc.）と TaKaRa PCR Thermal Cycler Dice Gradient
（タカラバイオ（株））を使用し、予備増幅反応はライゲーション産物（1/10 希釈）2µl、 
EcoRI 側及び MseI 側の予備選択プライマー（10µM）をそれぞれ 0.25µl、AFLP Amplification 
Core Mix 7.5µl の計 10µl で、72℃/2 分を 1 サイクル、94℃/20 秒、56℃/30 秒、72℃/2 分を
20 サイクル、60℃/30 分を 1 サイクルとした．選択的増幅には、MseI-CG と EcoRI-ACT、
MseI-CTA と EcoRI-ACG、MseI-CA と EcoRI-AGC の 3 ペアのプライマーを使用した。選択
的増幅反応は、予備増幅産物（1/20 希釈）1.5µl に、MseI 側の選択プライマー(5µM) 0.5µl、
EcoRI 側の選択プライマー(1µM) 0.5µl、AFLP Amplification Core Mix 7.5 µl を加え、計 10µl
で、94℃/2 分の後、94℃/20 秒、アニーリング 30 秒（アニーリング温度は、最初の 10 サイ
クルは 66℃から 57℃ まで 1 サイクルにつき 1℃ずつ下げ、その後 20 サイクルは 56℃で一
33
定）、72℃/2 分を 30 サイクル、60℃/30 分を 1 サイクルとした。得られた増幅産物に
GeneScan500LIZ Size standard（Applied Biosystems Inc.）を加え、 3500 Genetic Analyzer（Applied 




＝n［1-2nxy/2n］、ここで n はフラグメントの総数、2nxyは個体 x と個体 y で共通するフラグ
メント状態（1/1 と 0/0）の数を表す）を算出し、共分散行列に変換し主座標分析（PCoA）
を行った。この分析には GenAlEx ver 6.5（Peakall and Smouse 2012）を使用した。また、遺
伝的組成について詳細に検討するため、STRUCTURE ver. 2.3.4（Prichard ら 2000）を用いて
STRUCTURE 解析を行った。クラスター数（K）は 1-8 まで設定し、各 K について 100,000
回の burn-in の後、100,000 回の MCMC シミュレーションを 20 回ずつ行った。集団構造は
混合モデル（Admixture Model）を仮定し、各クラスターの対立遺伝子頻度は独立（Independent）
とした。シミュレーション結果（N=160）に基づき、Structure Harvester ver. 0.6.94（Earl and 
vonHoldt 2012）を用いてΔK 及び Ln P(K)を算出した。最適な K は、Evanno ら（2005）の














既成品種として、計 14 品種 34 個体を分析した。また、これらの品種の成立に関与したと
考えられている原種候補種として、オオシマザクラ（30 個体）、ヤマザクラ（43 個体）、カ
ンヒザクラ（85 個体）を供試した。オオシマザクラとヤマザクラについては、東京都足立


























種、品種、交配組合せ 生育場所（採取地） 個体数 実験内容
中国 福建省 武夷山　※野生個体のみ 2 Ⅱ章-ⅲ-2-（2）
中国 福建省 徳化 （自然保護区）　※野生個体のみ 2 Ⅱ章-ⅲ-2-（2）
中国 福建省 徳化市内　※植栽個体 2 Ⅱ章-ⅲ-2-（2）
中国 福建省 南平 （自然保護区）　※野生個体のみ 1 Ⅱ章-ⅲ-2-（2）
中国 雲南省 西双版纳　※野生個体のみ 10 Ⅱ章-ⅲ-2-（2）
台湾 宜蘭県　※野生個体のみ 26 Ⅱ章-ⅲ-2-（2）
台湾 宜蘭県　※野生個体を除く 6 Ⅱ章-ⅲ-2-（3）
台湾 台中県　※野生個体のみ 2 Ⅱ章-ⅲ-2-（2）
台湾 南投県　※野生個体のみ 8 Ⅱ章-ⅲ-2-（2）
台湾 南投県　※野生個体を除く 26 Ⅱ章-ⅲ-2-（3）
台湾 嘉義県　※野生個体を除く 4 Ⅱ章-ⅲ-2-（3）





沖縄県国頭郡本部町～名護市 （八重岳）　※野生個体の 22 Ⅱ章-ⅲ-2-（2）













東京都世田谷区 上用賀 1 Ⅱ章-ⅲ-2-（1）、Ⅱ章-ⅲ-2-（2）
東京都世田谷区 （砧公園） 9 Ⅱ章-ⅲ-2-（1）、Ⅱ章-ⅲ-2-（2）




神奈川県川崎市 （早野聖地公園） 4 Ⅱ章-ⅲ-2-（1）、Ⅱ章-ⅲ-2-（2）
神奈川県横浜市 緑区（保存木） 1 Ⅱ章-ⅲ-2-（1）、Ⅱ章-ⅲ-2-（2）
神奈川県横浜市 緑区 4 Ⅱ章-ⅲ-2-（1）
神奈川県横浜市 西区 5 Ⅱ章-ⅲ-2-（1）、Ⅱ章-ⅲ-2-（2）
神奈川県横浜市 （新治市民の森） 9 Ⅱ章-ⅲ-2-（1）、Ⅱ章-ⅲ-2-（2）









オオシマザクラ（早咲き性） 静岡県熱海市和田浜南町 1 Ⅱ章-ⅲ-2-（1）
中間型 カンヒザクラと‘琉球寒緋桜’の中間型 台湾 南投県 14 Ⅱ章-ⅲ-2-（3）
台湾 宜蘭県 10 Ⅱ章-ⅲ-2-（3）
台湾 桃園県 1 Ⅱ章-ⅲ-2-（3）
八重寒緋桜 台湾 南投県 仁愛郷 霧社地区 3 Ⅱ章-ⅲ-2-（2）
台湾 南投県 5 Ⅱ章-ⅲ-2-（2）









土肥桜 静岡県伊豆市 1 Ⅱ章-ⅲ-2-（2）
赤真珠 茨城県結城市 1 Ⅱ章-ⅲ-2-（2）
姫の沢 茨城県結城市 1 Ⅱ章-ⅲ-2-（2）
伊豆多賀白 茨城県結城市 1 Ⅱ章-ⅲ-2-（2）
大漁桜 茨城県結城市 1 Ⅱ章-ⅲ-2-（2）
伊豆多賀赤 茨城県結城市 1 Ⅱ章-ⅲ-2-（2）
修善寺紅寒桜 静岡県三島市 1 Ⅱ章-ⅲ-2-（2）
早咲八重大島 茨城県結城市 1 Ⅱ章-ⅲ-2-（2）
早咲大島 静岡県三島市 1 Ⅱ章-ⅲ-2-（2）
オオシマザクラ＊×カンヒザクラ 東京都世田谷区桜丘（東京農大）※養生個体 11 Ⅱ章-ⅲ-2-（1）







































の内訳は、多い順に‘寒桜’ 9 品種、‘大寒桜’6 品種、‘染井吉野’及び‘琉球寒緋桜’5
品種となり、「品種」の 76％は既成品種が占めていた。また、既成品種の実生が原種候補種


















no. 品種名（別名） カンヒザクラ シナミザクラ エドヒガン ヤマザクラ オオシマザクラ マメザクラ キンキマメザクラ その他野生種 品種・その他 不明 文献 備考
1 赤伊豆 ○※♂ ○大寒桜※♀ ⑥
2 赤真珠 ○※♂ ○早咲※♀ ⑥⑧
3 赤富士 ○※♂ ○※♀ ⑥
4 赤弥生 ○※♂ ○寒桜※♀ ⑥
5 熱海桜 ○ ○ ⑨⑪ 寒桜と同じとする考え方も（文献：②⑦）
6 熱海早咲 ○早咲 ○寒桜 ⑥⑩
7 熱海彼岸 ○※♂ ○染井吉野※♀ ⑥
8 熱海緋桜 ○※♂ ○大寒桜※♀ ④⑧
○染井吉野※♀ ○ ⑥⑩（②⑧⑪）
○ ○ （④⑪）
10 伊豆多賀赤 ○ ○ ⑧（⑥⑩）
11 伊豆多賀白 ⑧ 親種記載なし
12 伊豆土肥 ⑫ 親種記載なし
13 伊東桜 ○※♀ ○ ⑧⑫
14 薄寒桜 ○ ○ ①②
15 薄紅寒桜 ○ ○ ①② 寒桜と同じとする考え方も（文献：⑪）
16 ウミネコ ○ ○ ⑧（⑥⑩）
○ ○ ⑤⑥⑨⑩（④⑧⑪）
○ ○ ②⑨（⑪）
18 オカメ ○ ○ ⑤（⑥⑧⑩）
19 お房桜 ○※♂ ○大寒桜※♀ ⑧
20 加茂の曙 ⑧⑫ 親種記載なし（熊谷桜に似る）
○ ○ ④⑤⑥⑧⑨⑩⑪
○ ○寒桜（系） ⑦
22 河津正月 ○河津桜※♀ ○ ⑫
23 寒咲大島 ■早咲 ④⑥⑧⑩
○ ○ ②③④⑤⑥⑧⑨⑩
○ ○早咲 ④⑤
25 熊谷桜（八重咲山彼岸） ■八重 ⑥⑧⑩




28 小彼岸桜（彼岸桜、千本彼岸） ○ ○ ⑧（②③④⑥⑩）
29 薩摩寒桜 ○ ○ ②
30 十六日桜 ○ ○ ⑤（⑥）
31 修善寺寒桜（修善寺紅寒桜） ○ ○ ④⑤⑨⑪（⑥⑧⑩）
○ ○オオヤマザクラ ⑧（④⑥⑩⑪）
○ ○ （③⑥）
33 勝道彼岸 ○※♂ ○勝道桜※♀ ⑧（④⑥⑩）
○染井吉野※♀ ○ ⑨（⑥⑩⑪）
○ ○ （⑪）
35 白伊豆 ○※♂ ○早咲※♀ ⑥
36 白富士 ○ ○ ⑥
37 白睦月 ○※♀ ○ ⑫
38 白弥生 ○早咲※♂ ○寒桜※♀ ⑥






42 玉縄桜 ○染井吉野※♀ ○ ⑫
43 暖地桜桃 （シナミ系） ⑧
○ ○ ③④⑤⑥⑧⑨⑩⑪
○ ○寒桜 ②③④⑤⑥⑧⑨⑩⑪






47 長咲桜 ○ ○早咲 ⑥
48 長葉早咲大島 ○早咲※♂♀ ⑥
49 涅槃桜 ○ ○早咲 ⑥




52 春めき △無名実生種の枝変わり ⑫
53 彼岸台桜 ○ ○ ⑨⑪
54 日立紅寒 ⑫
55 雛簪 ○ ○大寒桜 ⑥
56 雛菊桜（菊咲奥丁字桜） ■オクチョウジザクラ菊咲 ⑩（②③⑥⑧⑨）
57 雛八丈 ○八丈島産※♀ ○古里桜※♂ ⑧
58 姫の沢 ○※♂ ○白雪※♀ ⑧（⑥）
59 ピンククラウド ○ ○ ⑧⑩
60 斑入弥生桜 ○ ○ ⑨
61 古里桜（雛桜） ○※♂ ○※♀ ⑧⑨⑪
62 平七桜 ○※♂ ○大寒桜※♀ ⑧
⑦ 親種記載なし（修善寺寒桜に似る）
（同一種） ③ カンヒザクラの別名として使用する場合も
64 紅枝垂 ■シダレの濃色 ⑧（⑥⑩）
65 紅姫 ○※♀ ○天城吉野※♂ ⑫
66 緑近畿豆桜 ■色の変異 ⑨（⑥⑧⑩）
67 湊桜 ○ ○紅寒桜 ⑦
○ ○ ⑤⑧⑨
○ ○寒桜 ②⑥⑨⑩⑪
69 もとぶ小町 △琉球寒緋桜選抜 ⑫
70 もとぶ花織 △琉球寒緋桜選抜 ⑫
71 もとぶみやらび △琉球寒緋桜選抜 ⑫
72 もとぶ八重岳娘 △琉球寒緋桜選抜 ⑫
73 八重寒緋桜 ■八重 ⑧
74 八重岳あかね △琉球寒緋桜選抜 ⑫
75 八重紅彼岸 ○ ○ ⑧（④⑥⑩）
76 弥生桜 ○ ○ ⑨⑪
77 ゆすら桜 ○ ○ユスラウメ ⑥
78 陽光 ○※♀ ○天城吉野※♂ ⑫（⑥⑧⑩⑪）
79 横浜緋桜 ○※♂ ○兼六園熊谷※♀ ⑧（⑥⑩）
80 立春桜 ○寒桜×○大寒桜 ⑥
■平開型 ④⑤⑧
（同一種） ③⑥⑨⑩
























































図Ⅲ-1 早咲きのサクラ品種（既成品種）82 品種の原種候補種 
既成品種は雑種、原種の変異型などがあり、ひとつの品種の成立に関与する原種の種数は
品種によって異なる。また、原種に複数の説をもつ既成品種も多い。今回対象とした 82
品種の既成品種では、11種＋13 品種の 24 の原種候補種が挙げられていた（表Ⅲ-1）。こ





































































既成品種数(合計)                10 
うち原種に複数の説があるもの           5 



















  a.台湾におけるカンヒザクラの生育地調査 
















栽されたものを除くと、カンヒザクラ 59 個体、‘琉球寒緋桜’1 個体、中間型 24 個体が確
認できた。 
確認した生育地を図Ⅲ-4 に示す。台湾北･中部では東部の山地に多く、中央山脈と雪山山









































































































図  台湾島内において野生のカンヒザクラ、‘琉球寒緋桜’、中間型の生育が確認された地点 
図Ⅲ-6 図Ⅲ-4 の★1地点詳細 

































































































































  b.沖縄県におけるカンヒザクラの生育地調査 












































































 巨木のサクラとして確認された個体は合計 37 個体となった。調査した個体を種別に幹周
の大きい順から表Ⅲ-2、Ⅲ-3、Ⅲ-4 に示した。このうち 1 本のみがヤマザクラであり、エド






った。エドヒガン（表Ⅲ-2）では幹周が 5m 以上の個体は本村の関の桜（個体番号 2）、阿夫
利神社の桜（同 3）、熱那神社の桜（同 4）、小和田の桜（同 5）、降谷沢の桜（同 6）、中の家








なおエドヒガンの吉祥寺の新羅桜（表Ⅲ-2、個体番号 21）は、樹高は 7.3m とある程度高
いが、幹周は 264cm と細かった。これは、倒れた主幹に残っていた枝が幹となって成長し、
倒れた主幹がそれを支えているためであった。巨木の定義（環境庁 1991）に該当しないが、









































注 1) 通称の「さくら」の呼称は，全て漢字で表した． 
   2) 「－」：未測定．  
3) 幹周は枯死した主幹の値，1936 年（昭和 11 年）に倒木，新幹の幹周は 166cm． 











570 1065 ― 12.0 2005年9月17日
2 本村の関の桜 北杜市白州町横手2699 680 615 829 13.0 2008年3月11日




670 530 720 22.0 2008年3月11日
5 小和田の桜 大月市七保町林1047 360 530 600 15.0 2008年3月19日
6 降谷沢の桜 上野原市秋山6210－2 650 510 550 12.0 2008年4月29日




610 486 494 6.0 2008年3月11日




甲州市塩山藤木2353 500 473 630 13.7 2008年3月19日




甲州市塩山上荻原2678 950 456 ― 13.7 2006年9月23日
13 山高の江戸彼岸 武川村山高 590 439 505 16.0 2008年3月11日
14 桂林寺の彼岸桜 都留市金井 480 420 670 11.0 2008年3月19日






420 393 ― 20.0 2005年9月17日










































820 665 ― 10.0 2005年9月17日
2 学定寺の糸桜 南巨摩郡早川町夏秋1521 610 430 430 10.2 2008年3月26日








680 390 440 9.0 2007年9月5日
6 慈雲寺の糸桜 甲州市塩山中萩原352 570 350 ― 15.0 2005年9月18日
7 久遠寺の枝垂桜② 南巨摩郡身延町身延 370 350 400 8.7 2008年3月25日
8 原間の糸桜 南巨摩郡南部町本郷1547 250 343 ― ― 2005年9月17日
9 江尻窪の糸桜 南巨摩郡身延町江尻窪 420 340 348 13.0 2008年3月26日
10 本遠寺の枝垂桜 南巨摩郡身延町大野839 160 340 407 12.0 2008年3月25日
11 久遠寺の枝垂桜① 南巨摩郡身延町身延 370 320 380 7.0 2008年3月25日
12 矢細工の糸桜 南巨摩郡身延町矢細工 650 314 363 15.0 2008年3月26日














































注 1) 通称の「さくら」の呼称は，全て漢字で表した． 
2) 「－」：未測定．  











530 453 512 5.0 2008年3月19日





















































シダレザクラが著しく多く、それぞれ 60 個体と 52 個体となり、全体の 84％を占めた。ヤ
マザクラは 4 個体（3％）が確認され、その他は、オオヤマザクラ 8 個体（6％）、カスミザ
クラ（P. verecunda）3 個体（2％）、アカツキザクラ（P. × compta） 1 個体（0.8％）で
あった。また雑種（園芸種）といわれているサトザクラ（P. lannesiana cv.）が 3 個体（2％）
と‘染井吉野’が 2 個体（1.5％）みられた。 
幹周 950cm の三春の滝桜は、調査個体中で最大であり国の天然記念物に指定されてい
ることはよく知られている。シダレザクラに比べて、エドヒガンでは幹周の大きいもの
が多かった。ヤマザクラの 1本のみ 700cm を越えたが、オオヤマザクラとあわせてその
他は全て 600cm 未満であった。カスミザクラ、アカツキザクラ、イヌザクラ、ウワミズ
ザクラは 400cm 以下、ソメイヨシノは 500cm 以下であった。サトザクラは全て株立ちで
あった。形状（幹周）と本数、種を図Ⅲ-14 にまとめた。 


























































































○:エドヒガン, ●:シダレザクラ, △:ヤマザクラ, ▲:オオヤマザクラ, △v:カスミザクラ, △f:アカツキザクラ,■サトザクラ, ☆:ウワミズザク
ラ, ★:イヌザクラ, ◆:シキザクラ, ◎:染井吉野．数値の小さい順に幹周が大きい．*：主幹の枯死により幹周の測定不可能．破線は 500m 間隔












前項 1「既往知見による原種候補種の推定」でまとめた 82 品種のうち 8 品種（‘寒桜’、
‘熊谷桜’、‘啓翁桜’、‘小彼岸桜’、‘暖地桜桃’、‘紅枝垂’、‘八重紅彼岸’、‘ワダイ’）を









































図Ⅲ-17 ヤマザクラの分布（日本花の会 1982 より引用） 
 
※ ●：ヤマザクラ  ○：オオヤマザクラ      
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図Ⅲ-18 オオシマザクラの分布（日本花の会 1982 より引用） 
 
※ ▲：オオシママザクラ  ●：カスミザクラ      
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図Ⅲ-20 マメザクラ、キンキマメザクラの分布（日本花の会 1982 より引用） 
 







































広西 浙江 福建 広東 雲南
東京帝国大学紀要（1906） 東京帝国大学 1906 ○ ― ― ― ― ― ○（竹子湖） 植栽
東京帝国大学紀要（1908） 東京帝国大学 1908 ○南中国 ― ― ○ ― ― ○台中 ○※植栽の記述なし
臺灣植物圖譜 台湾総督府民政部殖産局 1911 ○ ― ― ― ― ― ○（竹子湖） 植栽
PLANTAE　WILSONIANAE Cambridge University Press 1913 ― ― ― ○ ― ― ― ○※自生、野生化の両説を記述
臺灣木本植物圖誌 劉、陳 1960 ○南東部 ― ― ― ― ― ○北、中部 ○
日本のサクラ 本田、林 1974 ○南部 ― ― ― ― ― ○ ○※自生、野生化の両説を記述
琉球植物目録 初島、天野 1977 ○ ― ― ― ― ― ― 野生化（石垣）
琉球の植物 初島、中島 1979 ○南中国 ― ― ― ― ― ○ 野生化（石垣、久米島）
桜 三好 1980 ― ― ― ― ― ― ○阿里山など 移植
日本のサクラの種･品種マニュアル 日本花の会 1982 ○南部 ― ― ― ― ― ○ ○石垣、久米島　※自生、野生化の両説を記述
福建植物志 福建省科学技術委員会 1985 ― ○ ― ○ ○ ― ○ ―
中国樹木志 中国樹木志編輯委員会　1985 ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ―
中国植物志 中国科学院植物研究所 1986 ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ベトナム
日本の桜 川崎 1993 ― ○ ○ ○ ○ ― ○ 自生はない（自生説も紹介）
広西植物志 中国科学院広西植物研究所 2005 ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ―
云南植物志 中国科学院昆明植物研究所 2006 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ベトナム
新　日本の桜 大場ら 2007 ― ○ ○ ○ ○ ― ○※台北の平地は野生化 自生はない（自生説も紹介）

























 オオシマザクラ(四季オ 08)の花粉管発芽率は、約 6～9％を示し、10、20、25、30℃の異
なる温度条件下において、花粉管発芽率に有意差は認められなかった（図Ⅲ-23）。 
②種間差 





































種 記号 花粉充実率（％） 
カンヒザクラ 結城カ①07 測定できず※ 
海光カ 07 97.6 
海光カ 08 98.5 
函南カ 08 93.5 
稲城カ①07 91.9 
世田谷カ 07 98.5 
ヤマザクラ 用賀ヤ 07 98.3 
オオシマザクラ 用賀オ 07 79.3 
オオシマザクラ（早咲き性） 早咲オ 07 89.1 


















































































図Ⅲ-23 異なる温度条件下におけるオオシマザクラ（四季オ 08）の花粉管発芽率 
各温度条件で約 900 粒の花粉を使用 
四季オ 08 の花粉は 2008 年 4月 1日に採取（表Ⅱ-2）し、約 4ヵ月後






























個体数＝17（表Ⅱ-2） ※花粉は採取後約 4 ヶ月のものを使用し、
1 個体あたり約 900 粒をみた 
＊：P<0.05 
説明変数 coef se(coef) z値 P値
切片(オオシマザクラ早咲き性) -5.007 1.106 -4.528 5.95E-06
カンヒザクラ 2.418 1.288 1.878 6.04E-02
オオシマザクラ 2.976 1.161 2.564 1.03E-02 *





































































説明変数 coef se(coef) z値 P値
切片(採取後4ヶ月) -1.717 0.0928 -18.51 0.00E+00
採取後9ヶ月 -0.706 0.1665 -4.24 2.23E-05 *
AIC＝6
説明変数 coef se(coef) z値 P値
切片(採取後4ヶ月) -1.595 0.3276 -4.87 1.11E-06




























































図Ⅲ-27 カンヒザクラとの交雑(2008～2009 年)における結実率（n=17） 
 
 
















説明変数 coef se(coef) z値 P値
切片(オオシマザクラ早咲き性との交
雑、カンヒザクラが種子親(♀)）
-3.242 1.058 -3.065 2.17E-03
カンヒザクラが花粉親(♂) 1.595 1.01 1.579 1.14E-01
オオシマザクラとの交雑 -2.036 1.272 -1.6 1.10E-01
ヤマザクラとの交雑 -2.664 1.348 -1.977 4.81E-02 *
AIC＝68.6
a、b いずれも結実率を応答変数として一般化線形混合モデルによる分析を行った。 
説明変数 coef se(coef) z値 P値
切片(オオシマザクラ早咲き性が花粉親(♂）） -3.071 0.341 -9.005 0.00E+00










ザクラ 50%、ヤマザクラ 40.9%、カンヒザクラ 18.5%となった。また発芽率が最高値に達す
る日数は、オオシマザクラ（早咲き性）20 日、熱海桜 70 日、オオシマザクラ 56 日、ヤマ





エドヒガン 4 個体、シダレザクラ 3 個体の種子は、採取後から 5℃下に置いた場合では
26 週目（約 6 ヶ月後）、約 2 ヶ月 5℃下に置いた後 10℃下へ置いた場合は 24 週目（約 5 ヶ
月半後）に発芽した。種子置床後 32 週（約 7 ヵ月半）を経過するといずれの個体、温度下
でも発芽しなかった。この時点での種子発芽率は 5℃と 10℃のいずれも概ね 10％以下と低
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上 石 の 不 動 桜 (枝 垂 れ 型 ) 渡 辺 家 の 枝 垂 れ 桜 (枝 垂 れ 型 )
天 神 桜 （ 立 ち 性 型 ） 大 桜 （ 立 ち 性 型 ）











響を調べた。その結果、10℃と 15℃の環境下では、採種後約 2 ヶ月後から発芽を始めた。
5℃下（明条件のみ）では、種子置床後 1週目から発芽が見られた。また 20、25、30℃の環
境下では約 10 ヶ月間観察したが、発芽しなかった。10℃では、明・暗条件いずれも約 7ヶ
月かけて 70%、約 10 ヶ月で 80%の発芽率を示し、約 18 ヶ月で明条件 88％、暗条件 83％に達
した。15℃では明条件の場合、種子置床後 8ヶ月で 30%の発芽率を示し、暗条件では約 8ヶ
月で 8%の発芽率となり、約 18 ヵ月後では明条件 42％、暗条件 17％を示した。5℃では、約







 採種後から 5℃湿潤条件下に 3 ヶ月間置いた後、10、15℃に置いた場合（低温処理）、約
1ヶ月後に 15℃は 38％、その後 2ヶ月半で 40%に達した。10℃では 1ヶ月半で 45%の発芽率
を示した。いずれも種子置床後、約 3 ヶ月を経過すると発芽しなかった（図Ⅲ-32）。また、
採種後 3ヶ月間 20℃の湿潤条件下に置いた後、5、10、15℃に置いた場合（暖温処理）、約 2
ヶ月後から発芽を始め、5℃では約 4ヶ月後に発芽率 100%に達した。10℃は約 5ヶ月で発芽







10 ヶ月後に 10℃に移した。その結果、20、25℃から 10℃に移した種子では発芽が認められ、













































































表Ⅲ-12 異なる温度、光条件下での発芽勢(置床後 28 週で比較) 
説明変数 coef se(coef) z値 P値
切片(15℃) -0.3754 0.7779 -0.4826 6.29E-01
5℃ 2.8759 1.2781 2.2501 2.44E-03 *

















































































図Ⅲ-32 低温処理(5℃、3 ヶ月)後に 10℃（◇）、15℃(□)に置いたときの種子発芽率（明条件） 





























表Ⅲ-14 異なる変温処理条件下での発芽勢(置床後 28 週で比較) 
種子発芽率を応答変数、種子置床前の暖温･低温処理を説明変数として一般化線形混
合モデルによる分析を行った。15℃下では暖温処理に効果があることが示された。 
説明変数 coef se(coef) z値 P値
切片(暖温処理) 1.119 0.4029 2.778 5.48E-03
低温処理 -1.542 0.5672 -2.719 6.55E-03 *




無処理 15℃ 9.17±5.39 a
10℃ 16.67±3.37 a
5℃ 74.18±7.54 b









































































表Ⅲ-15 2007 年交雑試験結実個体（基準雑種）の種子発芽率 
     





カンヒザクラ × オオシマザクラ(早咲き性)       
農大中央カ × 早咲オ 07 73 67 91.78 
結城カ② × 早咲オ 07 19 0 0.00 





ヤマザクラ × カンヒザクラ       
用賀ヤ × 結城カ①07 1 1 100.00 
用賀ヤ × 稲城カ①07 15 6 40.00 
用賀ヤ × 海光カ 07 9 5 55.56 
オオシマザクラ × カンヒザクラ       
用賀オ × 結城カ①07 5 1 20.00 
オオシマザクラ(早咲き性) × カンヒザクラ       
早咲オ × 世田谷カ 08 75 63 84.00 
 
表Ⅲ-16 2008、2009 年交雑試験結実個体（基準雑種）の種子発芽率 
     











カンヒザクラ × ヤマザクラ          
海光カ × 用賀ヤ 07 2008 1 1 0 0.00 
カンヒザクラ × オオシマザクラ          
農大西カ × 砧オ 08 2009 16 16 0 0.00 
カンヒザクラ × オオシマザクラ(早咲き性)          
海光カ × 早咲オ 07 2008 7 7 4 57.14 





ヤマザクラ × カンヒザクラ          
四季ヤ① × 海光カ 08 2008 9 8 1 12.50 
四季ヤ③ × 海光カ 08 2008 4 3 0 0.00 
四季ヤ③ × 函南カ 08 2008 66 34 5 14.71 
オオシマザクラ × カンヒザクラ          
砧オ × 海光カ 08 2008 32 31 24 77.42 
砧オ × 函南カ 08 2008 20 17 17 100.00 
四季オ × 函南カ 08 2008 8 8 0 0.00 
オオシマザクラ(早咲き性) × カンヒザクラ          













点線：結実個体が 10 以下 
緑：2007 年発芽 青：2008 年発芽 
表Ⅲ-17 基準雑種の原種の組み合わせによる種子発芽率の比較
図Ⅲ-36 基準雑種の種子発芽率（原種の組み合わせ別 n=19） 
＊5％水準で有意 
説明変数 coef se(coef) z値 P値
切片(オオシマザクラ早咲き性との交
雑，カンヒザクラが種子親（♀）)
-0.8519 0.8773 -0.971 3.32E-01
カンヒザクラが花粉親（♂） 3.0481 1.3502 2.258 2.40E-02 *
オオシマザクラとの交雑 -2.8142 1.3947 -2.018 4.36E-02 *






ⅲ.  基準雑種の検証 
 
1.  原種候補種と既成品種、基準雑種の各部形態 
(1)種子の形態 
①基準雑種の種子の形態 













調査した結果、長径(長さ)は 8.40±0.49mm、短径 1（幅）は 6.98±0.46mm、短径 2（厚さ）


















表Ⅲ-18 基準雑種の種子の粒径（2008、2009 年交雑試験により得た種子） 
   




カンヒザクラ × ヤマザクラ  
海光カ × 用賀ヤ 9.63 6.73
カンヒザクラ × オオシマザクラ  
農大西カ × 砧オ 8.56±0.36 6.40±0.40
カンヒザクラ × オオシマザクラ（早咲き性）  




ヤマザクラ × カンヒザクラ  
四季ヤ① × 海光カ 6.02±0.31 4.95±0.12
四季ヤ③ × 海光カ 6.62±0.14 5.24±0.35
四季ヤ③ × 函南カ 6.32±0.27 5.26±0.40
オオシマザクラ × カンヒザクラ  
砧オ × 海光カ 7.83±0.35 6.89±0.27
砧オ × 函南カ 8.25±0.36 6.93±0.37
四季オ × 函南カ 9.16±0.37 8.19±0.33
オオシマザクラ（早咲き性） × カンヒザクラ  
早咲オ × 海光カ 9.31±0.54 8.35±0.38
※長径および短径は、平均値±標準偏差     




















































（2008、2009 年の交雑試験で結実した種子 n=97） 
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(2)葉の形態 
基準雑種の葉の形態は、2007 年の交雑試験で得られた個体の発芽後約 1 年後の苗で調査
を行った。調査時に生存が確認できた個体は、♀カンヒザクラ×♂オオシマザクラ（早咲き
性）、♀ヤマザクラ×♂カンヒザクラ、♀オオシマザクラ（早咲き性）×♂カンヒザクラの、


























































個体数 葉の数 平均±標準偏差 赤色 緑色 重鋸歯 重+短鋸歯 2個 4個 有 無
カンヒザクラ × オオシマザクラ（早咲き性）
農大中央カ × 早咲オ07 52 516 0.41±0.06 65.4 34.6 98.0 2.0 98.0 2.0 42.0 58.0
稲城カ① × 早咲オ07 11 110 0.44±0.05 45.5 54.5 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0
ヤマザクラ × カンヒザクラ
用賀ヤ × 稲城カ①07 5 42 0.40±0.06 0.0 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0
用賀ヤ × 海光カ07 3 30 0.43±0.06 0.0 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0
オオシマザクラ（早咲き性）× カンヒザクラ


























































種･品種 （使用した個体数、花数、花弁数） 小花柄（mm） 萼筒（mm） 萼片（mm） 雄蕊（mm） 雌蕊（mm） 花弁長径（mm） 花弁短径（mm） 雄蕊数（本）
カンヒザクラ 5個体、47花、177枚 14.02±4.38 7.51±1.38 3.32±0.69 8.87±1.90 15.41±2.03 9.78±1.18 6.51±1.10 31.87±5.34
琉球寒緋桜 1個体、10花、34枚 20.10±1.73 11.40±0.84 4.80±0.92 9.10±0.74 15.30±1.34 15.00±0.85 10.00±0.95 43.50±5.06
上記2種の中間型 3個体、29花、119枚 17.38±3.91 8.86±0.95 4.72±0.70 10.62±1.21 18.64±1.62 11.81±1.92 8.32±1.05 35.14±4.86
種･品種 （使用した個体数、花数、花弁数） 小花柄（mm） 萼筒（mm） 萼片（mm） 雄蕊（mm） 雌蕊（mm） 花弁長径（mm） 花弁短径（mm）













果、230 本のバンドによって 118 の遺伝子型が識別された。  









STRUCTURE 解析では、ΔK が最大となったのは、K=2 の時であり、LnP(K)の平均値
は K=3 で飽和した（図Ⅲ-42）。この結果に基づき、K=2 の場合と、K=3 の場合のそれぞ
れについて、遺伝的組成を検証した。K=2 の場合、クラスター1 はカンヒザクラ、クラス
ター2 はオオシマザクラとヤマザクラで構成され、基準雑種はクラスター1 とクラスター2




































STRUCTURE 解析では、ΔK が最大となったのは、K=2 の時であり、LnP(K)の平均値





















桜’の 5 品種はクラスターE とクラスターA で構成され、‘寒桜’、‘大寒桜’の 2 品種は



















AFLP 分析の結果、178 本のバンドによって 228 の遺伝子型が識別された。新たに追加
した植栽個体のうち、沖縄県石垣市で採取した 2 サンプル、鹿児島県鹿児島市内で採取し
た 3 サンプルは、それぞれ全く同じ遺伝子型を示した。これらをクローンとみなし、以下、
クローンを除いた 228 サンプルで分析を行った。 




 STRUCTURE 解析では、ΔK が最大となったのは、K=3 の時であり、LnP(K)の平均値





体以外のサンプル）37 サンプルのうちの 1 サンプルでは、クラスター1 とクラスター3 が
存在し、日本のカンヒザクラの遺伝子を保有することが示唆された。また、形態でカンヒ
ザクラと‘琉球寒緋桜’の中間型とした個体は、全 25 サンプルのうち 1 サンプルでクラ
スター1 とクラスター3 が存在し、日本のカンヒザクラの遺伝子を保有することが示唆さ
れた。残りの 24 サンプルは全てクラスター3 に分けられた。日本のカンヒザクラでは、植
栽個体（植栽が疑わしい個体を含む、野生個体以外のサンプル）83 サンプルのうち、主座
標分析で中国グループに近い位置に示された 2 サンプルについて、1 サンプルは、クラス
ター1 とクラスター2 が存在し、中国のカンヒザクラの遺伝子を保有することが示唆さ















































































図Ⅲ-42 基準雑種とその種子親、花粉親として用いた原種を対象にした STRUCTURE 解析における LnP(K)およびΔKの値 













































カンヒザクラ ヤマザクラ オオシマザクラ 基準雑種 
オオシマザクラ 
（早咲き性） 






















オオシマザクラ（早咲き性） y0 .61 0.01 y0 .38
基準雑種
♀ヤマ×♂カンヒ218 y0 .54 y0 .45 0.00
♀ヤマ×♂カンヒ219 y0 .52 y0 .48 0.00
♀ヤマ×♂カンヒ220 y0 .45 y0 .54 0.01
♀ヤマ×♂カンヒ221 y0 .51 y0 .47 0.01
♀オオシマ×♀カンヒ195 y0 .63 0.01 y0 .37
♀オオシマ×♀カンヒ196 y0 .55 0.00 ｙ0 .44
♀オオシマ×♀カンヒ200 y0 .60 0.01 y0 .40
♀オオシマ×♀カンヒ208 y0 .51 0.00 y0 .48
♀オオシマ×♀カンヒ209 y0 .50 0.01 y0 .50
♀オオシマ×♀カンヒ210 y0 .48 0.01 y0 .52
♀オオシマ×♀カンヒ211 y0 .51 0.01 y0 .48
♀オオシマ×♀カンヒ214 y0 .55 0.01 y0 .44
♀オオシマ×♀カンヒ215 y0 .63 0.00 y0 .37
♀オオシマ×♀カンヒ216 y0 .48 0.01 y0 .52
♀オオシマ×♀カンヒ217 y0 .51 0.00 y0 .49
z 
各Clusterは、主に以下の種から構成されている
A: カンヒザクラ 　B: ヤマザクラ C: オオシマザクラ
























































図Ⅲ-46 原種および早咲きのサクラ品種 186 サンプルの STRUCTURE 解析における LnP(K)およびΔKの値 

























カンヒザクラ中国（C-C） カンヒザクラ台湾（C-T） カンヒザクラ日本（C-J） オオシマザクラ（L）












































図Ⅲ-47 原種および早咲きのサクラ品種 186 サンプルの、K=2 における STRUCTURE 解析の結果 
遺伝的に異なる 2つの系統（クラスター1,2）があるとした時，各サンプルにおけるクラスターの割合を縦軸に示す．横軸は
各々のサンプルであり，アルファベットは以下の種および品種を表す．L:オオシマザクラ J:ヤマザクラ C-C：カンヒザクラ
（中国） C-T：カンヒザクラ（台湾） C-J：カンヒザクラ（日本） cv-T:台湾の早咲きのサクラ品種 cv-J: 日本の早咲きの
サクラ品種 
 
図Ⅲ-48 原種および早咲きのサクラ品種 186 サンプルの、K=5 における STRUCTURE 解析の結果 
遺伝的に異なる 5つの系統（クラスターA～E）があるとした時，各サンプルにおけるクラスターの割合を縦軸に示す．横
軸は各々のサンプルであり，アルファベットは以下の種および品種を表す．L:オオシマザクラ J:ヤマザクラ C-C：カンヒ
ザクラ（中国） C-T：カンヒザクラ（台湾） C-J：カンヒザクラ（日本） cv-T:台湾の早咲きのサクラ品種 cv-J: 日本の
































z 各 Cluster は、主に以下の種から構成されている  
A：オオシマザクラ  B：ヤマザクラ C：カンヒザクラ（中国） D：カンヒザクラ（台湾） E：カンヒ
ザクラ（日本） 
y 各個体が推定集団（Cluster）に由来する確率（q）が q > 0.2 のものは太字で表記， X q > 0.9 のものは
網掛けで表記 
 
表Ⅲ-23 STRUCTURE 解析（K=5）で示された早咲きのサクラ品種の遺伝的組成 
A B C D E
K147 0.00 0.00 0.00 0 .91yx 0.08
K148 0.00 0.00 0.00 0 .98yx 0.02
K86 0.00 0.00 0.01 0 .98yx 0.01
K101 0 .61y 0.01 0.02 0 .34y 0.02
K103 0 .59y 0.01 0.01 0 .38y 0.01
K119 0 .63y 0.01 0.01 0 .34y 0.01
K121 0.02 0 .38y 0.00 0.01 0 .60 y
K141 0.00 0.00 0.00 0 .99yx 0.01
K9 0.00 0 .51y 0.00 0.01 0 .48 y
K19 0.00 0 .60y 0.01 0.08 0 .32 y
K22 0.00 0 .56y 0.00 0.02 0 .42 y
K25 0.00 0 .46y 0.01 0.01 0 .52 y
K70 0.00 0 .51y 0.00 0.01 0 .47 y
K37 0 .34y 0.01 0.00 0.01 0 .65y
K39 0 .42y 0.01 0.00 0 .30y 0 .27 y
K58 0 .99yx 0.00 0.00 0.00 0.00
K61 0 .98yx 0.01 0.00 0.00 0.00
K63 0 .37y 0.03 0.00 0.01 0 .59y
K8 0.03 0 .39y 0.01 0.01 0 .57 y
K17 0.04 0 .37y 0.00 0.00 0 .59 y
K26 0.04 0 .35y 0.00 0.00 0 .60 y
土肥桜 K2 0.01 0 .51y 0.00 0.01 0 .46 y
赤真珠 K3 0.29y 0.01 0.00 0.01 0 .69y
姫の沢 K4 0.02 0 .50y 0.01 0 .41y 0.07
伊豆多賀白 K6 0.65y 0.05 0.01 0.03 0 .26y
大漁桜 K7 0.42y 0.02 0.00 0.02 0 .54y
伊豆多賀赤 K11 0 .37y 0.02 0.00 0.02 0 .59y
修善寺紅寒桜 K13 0 .39y 0.01 0.01 0.01 0 .60y
早咲八重大島 K5 0.98yx 0.01 0.01 0.00 0.00






















































図Ⅲ-50 カンヒザクラおよび中間型個体の 228 サンプルを対象にした STRUCTURE 解析における LnP(K)およびΔKの値 






















































説明変数 coef se(coef) z値 P値
切片(オオシマザクラ早咲き性との交
雑）
-1.474 0.518 -2.846 4.43E-03
オオシマザクラとの交雑 -1.948 0.895 -2.178 2.94E-02 *












基準雑種 生存率(％) 残存率(％) 
♀カンヒザクラ×♂オオシマザクラ（早咲き性）   
♀農大中央カ×♂早咲オ 07 56.2 ND 
♀稲城カ①×♂早咲オ 07 28.9 ND 
♀ヤマザクラ×♂カンヒザクラ   
♀四季ヤ③×♂函南カ 08 1.5 0.2  
♀オオシマザクラ×♂カンヒザクラ   
♀砧オ×♂海光カ 08 3.1 0.5  
♀砧オ×♂函南カ 08 15.0 1.0  
♀オオシマザクラ（早咲き性）×♂カンヒザクラ   
♀早咲オ×♂世田谷カ 07 28.0 ND 
♀早咲オ×♂海光カ 08 17.5 3.2  






















ていた。ただし、この 13 品種うち 2品種は、品種の実生が原種候補種とされていた。 



















yedoensis cv. Amagi-yoshino × P. campanulata）は高岡正明によって、カンヒザクラに
‘天城吉野’（P. × yedoensis cv. Amagi-yoshino）の花粉を用いて交雑し作出されてい
る（高岡 1981）。また‘横浜緋桜’（P.jamasakura cv. Kenrokuen-kumagai × P. campanulata）
は白井勲によって、‘兼六園熊谷’（P.jamasakura cv. Kenrokuen-kumagai）にカンヒザクラ
の花粉を用いて交雑し作出されている（白井 1985）。Kato Shuri ら（2014）は、核 DNA マー
カーを用いた遺伝解析によって、本稿でいう既成品種について、雑種第一代ではないものが
あることを示唆している（Kato Shuri ら 2014；太田ら 2011）。 
オオシマザクラは数多くのサトザクラの原種として推定されている（Koidzumi1913；日本








(日本花の会 1982；川崎 1993)。Ohta ら(2005)の核 DNA の解析でもこの 2種は近縁であるこ
とが示唆されている。ヤマザクラもいくつかのサトザクラやその他の品種の原種として推







































































































ら、高いところでは四国の石鎚山脈の海抜 1400m 付近、関東の日光では 700m 付近まで生
育する（日本花の会 1982）。太平洋側は宮城県以南、日本海側は新潟県以南にみられる（川















型という見解がある（川崎 1993）。また、Ohta ら（2005）の核 DNA の解析では、オオシマ
ザクラとヤマザクラは近縁であることが示唆されている。Kato ら（2011）は、伊豆半島と伊



































竹中 1965；Kaneko ら 1986； Innan ら 1995）ことは良く知られ、Watanabe and 
Yoshikawa(1967)や、鶴田ら(2012a)による、エドヒガンと他のサクラとの交雑の結果からも、
エドヒガンは他種との交雑和合性を持つと考えられる。よって、エドヒガンとカンヒザクラ






























     

















市）、椿寒桜（松山市）、明正寺（新居浜市） 5 品種 
 
 鹿児島 薩摩寒桜（詳細不明）、白睦月（奄美市） 2 品種  
 神奈川 玉縄桜（鎌倉市）、春めき（南足柄市） 2 品種  
 栃木県 勝道桜（日光市）、勝道彼岸（日光市） 2 品種  
 新潟県 加茂の曙（加茂市）、雛菊桜（弥彦村） 2 品種  
 （伊豆大島） 寒咲大島、昭和桜 2 品種  
 茨城県 日立寒桜（日立市） 1 品種  
 愛知県 東海桜（詳細不明） 1 品種  
 埼玉県 大寒桜 1 品種  
 （海外） 
アメリカ（アメリカ）、ウミネコ（ヨーロッパ、詳細不
明）、ピンククラウド（アメリカ）、八重寒緋桜（台湾） 4 品種 
 
     



































図Ⅳ-1 既成品種（ ）の生育地（N=34） 





































































は、カンヒザクラ 96％、ヤマザクラ 98％、オオシマザクラ 79％、オオシマザクラ（早

































要がある。サクラの 1 花あたりの花粉産出量は、オオシマザクラで平均 19,780 粒








































































原種候補種 カンヒザクラ 97.6 48 33 43.5±2.50 海光カ07
98.5 - - 40.6±3.06 海光カ08
93.5 - - 42.2±3.47 函南カ08
91.9 51 26 41.8±3.50 稲城カ①07
98.5 - - - 世田谷カ07
95.4 - - - 夏ら（1986）
94 38 29 34.0±1.73 熱海市（2004）
91 46 35 39.6±3.04 熱海市（2004）
98 49 38 43.2±2.35 熱海市（2004）
ヤマザクラ 98.3 - - 41.5±2.76 用賀ヤ07
オオシマザクラ 79.3 51 26 38.2±6.30 用賀オ07
75.7 - - - 夏ら（1986）
- 40-45 20-25 - 岩崎（1988；1990）
オオシマザクラ（早咲き性） 89.1 - - 37.4±5.03 早咲オ07
83.0 - - 37.2±5.80 早咲オ08
エドヒガン 90.6 - - - 夏ら（1986）
キンキマメザクラ 97.0 - - - 夏ら（1986）
既成品種 熱海早咲 19 52 35 45.3±2.49 熱海市（2004）
大寒桜 79 44 23 34.0±3.36 熱海市（2004）
92 42 25 35.8±3.31 熱海市（2004）
98 42 28 36.3±3.38 熱海市（2004）
98 46 29 38.2±4.84 熱海市（2004）
オカメ 87 49 35 45.7±2.51 熱海市（2004）
95 52 41 43.5±2.25 熱海市（2004）
77 48 25 35.4±4.82 熱海市（2004）
河津桜 26 63 21 35.9±7.13 熱海市（2004）
寒咲大島 91.1 - - - 夏ら（1986）
- 45-50 25-30 - 岩崎（1988；1990）
寒桜 98 - - - 夏ら（1986）
54 52 23 39.1±7.91 熱海市（2004）
60 46 29 40.8±3.98 熱海市（2004）
- 40-50 25-30 岩崎（1988）
啓翁桜 40.9 - - - 夏ら（1986）
- 45-50 25-30 - 岩崎（1988）
修善寺寒桜 59 - - - 夏ら（1986）
75 54 25 38.9±7.26 熱海市（2004）
勝道彼岸 - 30-35 20-25 - 岩崎（1988）
東海桜 - 30-35 15-20 - 岩崎（1988）
蜂須賀桜 56 52 26 39.9±5.37 熱海市（2004）
早咲大島 97.7 - - - 夏ら（1986）
早咲八重大島 - 40-45 30-35 - 岩崎（1988）
雛菊桜 - 35-40 25-30 - 岩崎（1988）
明正寺 27.9 - - - 夏ら（1986）



























受粉個体数は 60 花と少ないものの、‘小彼岸’を花粉親（♂）とした交雑で 27.5％、40.0％
の結実率が示されており、これはカラミザクラの放任区（袋がけを何もしない）、及び自家
受粉区と比較して高い結実が示されている。また、観賞用のサクラ品種の作出では、













て交雑親和性が高いことが示唆されている（吉田ら 1975；村上ら 2012）。 
サクラでは、近縁とされるヤマザクラとオオシマザクラ間（Watanabe and Yoshikawa 
1967；岩佐・伊丹 1962）や、‘染井吉野’とその原種の一つとされるオオシマザクラ間
























種では胚珠培養による雑種獲得も多数試みられており（Liu ら 2007；Arbeola ら 2003（スモ































咲き性）100％、‘熱海桜’68％、オオシマザクラ 50%、ヤマザクラ 41%、カンヒザクラ 19%
となった。オオシマザクラ（早咲き性）は全てが発芽し、オオシマザクラの種子発芽率と比
較しても高い種子発芽率を示した。エドヒガンおよびシダレザクラは 7 個体の種子を供試
したが、そのうち 1個体（個体名：「大桜」）が 30％以上になった他は 10％以下の低い種子
発芽率を示した。 
北村・伊奈（1958）は 4種のサクラの種子発芽率について、高い順に、ヤマザクラ、‘十














あり（渡辺ら 1964；渡辺ら 1966；川崎 1993）、また近年の遺伝的組成の研究では生育地に



























































は 25℃以下で 10 ヶ月間発芽能力は失われず、保存後の発芽試験で高い種子発芽率が示され
た。また、低温条件下(5℃・3ヶ月)では、発芽能力は失われないものの採取直後（無処理）
および暖温条件下（20℃・3ヶ月）に比較し種子発芽率は低い傾向が見られ、特に 10℃へ置
床したものでは、無処理、暖温処理の約 1/2 の種子発芽率を示した。 
北村・伊奈（1958）によれば、ヤマザクラ、‘染井吉野’、シダレザクラ、‘十二月桜’(P. 
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の作出した‘古里桜’（P. psedo-cerasus × P. campanulata 別名：雛桜）、白井勲の作出
した‘横浜緋桜’の計 15 品種が確認された（角田 1976；川崎 1993；日本花の会 2002；Meyer 



































ヤマザクラ 1～1.5ヶ月間、屋外で土壌に埋めた後置床 5℃ 明 41 ○
低温（1～3℃）湿潤条件に30日間おいた後
に置床
室温 - 20 石井･小林（1984）
低温（1～3℃）湿潤条件に40～90日間おい
た後に置床
室温 - 41～48 石井･小林（1984）
5℃ - 80 石井（1986）
10℃ - 73 石井（1986）
15℃ - 63 石井（1986）
20℃ - 58 石井（1986）
5℃ - 65 石井（1986）
10℃ - 57 石井（1986）
15℃ - 32 石井（1986）
20℃ - 0 石井（1986）
オオシマザクラ 1～1.5ヶ月間、屋外で土壌に埋めた後置床 5℃ 明 50 ○
5℃ - 53 石井（1986）
10℃ - 63 石井（1986）
15℃ - 73 石井（1986）
20℃ - 57 石井（1986）
5℃ - 43 石井（1986）
10℃ - 0 石井（1986）
15℃ - 0 石井（1986）
20℃ - 0 石井（1986）
オオシマザクラ
（早咲き性）
1～1.5ヶ月間、屋外で土壌に埋めた後置床 5℃ 明 100 ○
5℃ 明 94 ○
10℃ 明 88 ○
暗 83 ○
15℃ 明 42 ○
暗 17 ○
20℃→10℃ 明 95 ○
暗 88 ○
25℃→10℃ 明 97 ○
暗 65 ○










20℃ 明 0 ○
20℃ 暗 0 ○
20℃ 明 0 ○
20℃ 暗 0 ○
20℃ 明 0 ○
















































品種名（別名） （作出者） 種子親（♀） 花粉親（♂）
赤伊豆 角田春彦 大寒桜 カンヒザクラ
赤真珠 角田春彦 オオシマザクラ（早咲） カンヒザクラ
赤富士 角田春彦 マメザクラ カンヒザクラ
赤弥生 角田春彦 寒桜 カンヒザクラ
熱海彼岸 角田春彦 染井吉野 カンヒザクラ
熱海緋桜 角田春彦 大寒桜 カンヒザクラ
伊豆多賀赤 角田春彦 染井吉野 カンヒザクラ
オカメ イングラム マメザクラ カンヒザクラ
お房桜 角田春彦 大寒桜 カンヒザクラ
白伊豆 角田春彦 オオシマザクラ（早咲） カンヒザクラ
天人富士 角田春彦 マメザクラ カンヒザクラ
姫の沢 角田春彦 白雪 カンヒザクラ
古里桜（雛桜） 古里和夫 シナミザクラ カンヒザクラ
平七桜 角田春彦 大寒桜 カンヒザクラ
紅姫 高岡照海ら カンヒザクラ 天城吉野
陽光 高岡正明 カンヒザクラ 天城吉野











































雑種であることが近年の遺伝的組成の分析の結果から示されているが（Ogawa ら 2012；Kato 















































原種候補種 カンヒザクラ 9.5±0.6 7.0±0.4 5.7±0.3 中山ら（2000）
8.2 6.4 石井（2009）
ヤマザクラ 6.5 4.7 3.8 北村・伊奈（1958）
6.4±0.3 5.5±0.2 4.4±0.1 中山ら（2000）
5.9 6.1 石井（2009）
オオシマザクラ 7.2±0.2 5.8±0.2 5.0±0.1 中山ら（2000）
7.3 5.9 石井（2009）
オオシマザクラ（早咲き性） 8.40±0.49 6.98±0.46 5.58±0.36 本研究（Ⅲ章ⅲ-1）
エドヒガン 6.6 5.5 石井（2009）
6.50±0.49 5.52±0.34 4.60±0.28 城田ら（2015）
シダレザクラ１） 6.5 5.1 石井（2009）
6.7 5.1 3.8 北村・伊奈（1958）
マメザクラ 5.6 3.8 石井（2009）
既成品種2） ◎ 河津桜 8.4 7.2 石井（2009）
◎ 寒桜 6.7 6.3 石井（2009）
◎ 修善寺寒桜 8.5 7.3 石井（2009）
○ 陽光 8.7 6.2 石井（2009）
○ 琉球緋桜（琉球寒緋桜） 9.2 7.3 石井（2009）
ウミネコ 5.5 4.8 石井（2009）
小彼岸 7.5 5.1 石井（2009）
紅枝垂 6.7 5.1 石井（2009）



















分類 cm 分類 cm
原種候補種 カンヒザクラ 中 0.9～1.1 短 1～1.3
カンヒザクラ 中 0.8～1.1 短 1～1.3
ヤマザクラ 中 1.1～1.4 中 1.5～2.0
オオシマザクラ 中 1.5～2.1 中 2.1～2.5
エドヒガン 狭 0.7～1.1 短 0.9～1.5
（シダレザクラ） 狭 0.7～0.8 短 1.1～1.2
マメザクラ 狭 0.6～0.8 短 0.9～1.2
マメザクラ 狭 0.6～0.9 短 0.7～1.2
キンキマメザクラ 狭 0.7～0.9 短 0.8～1.0
既成品種1） ◎ 寒桜 中 0.8～1.2 中 1.2～1.5
○ 大寒桜 中 1.0～1.2 短 1.0～1.4
○ 大寒桜 中 0.7～1.2 短 1.0～1.4
○ オカメ 狭 0.6～0.9 短 1.0～1.4
○ クルサル 中 0.7～1.0 短 0.9～1.2
○ 啓翁桜 中 0.8～0.9 中 0.8～1.3
○ 椿寒桜 中 1.1～1.2 短 1.2～1.3
アメリカ 中 1.4～2.0 中 1.3～2.1
ウミネコ 広 1.4～1.6 中 1.4～1.6
小彼岸桜 狭 0.9～1.1 短 1.0～1.3
勝道桜 中 1.3～2.0 中 1.6～2.0
勝道彼岸 中 1.0～1.3 中 1.4～1.8






表Ⅳ-6 原種候補種と既成品種の花弁の形態（日本花の会 1981 より引用） 
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（1）原種候補種と既成品種の DNA マーカーを用いた遺伝解析の既往知見 






















































品種名 カンヒザクラ シナミザクラ エドヒガン ヤマザクラ オオシマザクラ その他野生種 品種 不明 形態等（表-1）の知見との比較 文献
熱海桜 ○ ○ ⅳ
アメリカ ○ ○ 異なる ⅴ
伊豆土肥 ○ ○ ⅲ
伊東桜 ○ ○（カンヒザクラ系か？） ⅲ
◆マメザクラ系 ⅱ
○ ○*2 ⅴ
大寒桜 ○ （○） （○） ⅴ
◆ ⅱ
○ ○*2 ⅴ
河津桜 ○ ○ ⅲ、ⅳ、ⅴ










修善寺寒桜 ○ ○ ⅲ、ⅴ
勝道桜 ○ ○ ○*2 異なる ⅴ
◆ ⅰ
○ ○ ⅴ
多賀紅 ○ ○ ⅴ
椿寒桜 ○ ○ ⅴ
東海桜 ○ ○*2 ⅴ
早咲大島 ○ 異なる ⅴ
彼岸台桜 ○ ○*2 ⅴ
雛菊桜 （○） ○*2 ⅴ
古里桜 ○ ○ ⅴ
○*2
○*2、○チョウジザクラ、（○オオヤマザクラ）
湊桜 ○※♀ ○（2倍体種）※♂ ⅲ
明正寺 ○ ○ ⅴ
弥生桜 ○ ○ 異なる ⅴ
◆ 異なる ⅰ
○ ⅴ
横浜緋桜 ○ （○） （○） （○タカネザクラ） ⅴ
八重寒緋桜 ◆ ⅰ
八重紅彼岸 ○ ○*2 ⅴ
陽光 ○ （○） ○ ⅴ
◆系統　○種
*1：複数系統が確認された品種　*2：マメザクラまたはオクチョウジザクラのクラスターに分類












表Ⅳ-7 既成品種の DNA マーカーを用いた遺伝的解析の知見 
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3. AFLP 分析による早咲きのサクラ品種の原種の推定 





























































































































0.2％、オオシマザクラの場合 0.8％、オオシマザクラ（早咲き性）の場合 3.2％となった。 
2. 生存率、残存率に及ぼす受粉から種子発芽までの影響 








































































 結実率 発芽率 生存率
花粉稔性 × × × 
結実率 - ○ × 


















































































































• 原種候補種 4 種の花粉充実率：約 80％以上、種間差無し。 
• 原種候補種 4 種の花粉粒径：カンヒザクラとヤマザクラは一山型、オオシマザクラとオオシマザクラ
(早咲き性)は二山型の花粉粒径曲線を示す。 
• 原種候補種 4 種の花粉管発芽率：種間差有り…オオシマザクラ約 14％、ヤマザクラ約 7％、カンヒザク
ラ約 7％、オオシマザクラ(早咲き性)約 1％。 
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campanulata）、シナミザクラ（P. pseudocerasus）、エドヒガン（P. pendula f. 
ascendens）、ヤマザクラ（P. jamasakura）、オオシマザクラ（P. lannesiana var. 






定されているものは 6 品種であった（7％）。全 82 品種のうちオオシマザクラが原種に
































マザクラ 50%、ヤマザクラ 41%、カンヒザクラ 19%を示した。また、これと同じ温度条件
下(5℃)では、エドヒガン及びシダレザクラ（P. pendula f. pendula）の種子発芽率は
７％と低かった。種子発芽に及ぼす温度と光、水分条件を調べた結果、オオシマザクラ
（早咲き性）の種子発芽は低温（5、10℃）において高い発芽率が示された。また、採
































成品種 14 品種について、カンヒザクラとオオシマザクラの雑種が 5 品種、カンヒザク










































































































Early-flowering cherry trees are those that flower around February in Tokyo, Japan, one or two months 
earlier than Prunus × yedoensis (Someiyoshino) in the subgenus Cerasus, Prunus. In this study, I first 
hand-crossed the original species to generate “early-flowering cherry trees.” The candidate original 
species was designated the Estimated Original Species (EOS), and species conducted experimental 
crosses to create seedlings similar to the “early-flowering cherry trees” were designated Standard 
Samples of Hybrid (SSH). Next, reproductive processes—characteristics of pollination, fructification, 
seed germination, and growing—were studied while SSH are made. Thirdly, using either the 
morphology of seeds and petals or Amplified Fragment Length Polymorphism (AFLP) 
analysis, we identified the original species of unknown-existing species (US) and differences in the 
genetic composition in the distribution of EOS at the same time as the verification of the original 
species of the SSH after crossing. Fourth, survival rates were calculated from pollination to growing 
of different pairs of EOS crossings. The survival rate was a percentage of the number of survival for 
the fruit number of each individual. Fifth, the reasons for survival were assessed by analysis of the 
relationships among stage of pollination, fructification, seed germination, and growing. New hybrids 
of “early-flowering cherry trees” were successfully crossed from EOS and were called SSH. The hand-
crossed SSH were generated by crossbreeding three lineages, P. campanulata × P. jamasakura, P. 
campanulata × P. lannesiana var. speciosa, and P. campanulata × P. lannesiana var. speciosa cv., 
which were used as both pollen and seed parents. These EOS were identified by examining previous 
studies or distribution of EOS. The combination between P. campanulata × P. lannesiana var. speciosa 
cv. (which were both used as both pollen and seed parents) had the highest survival rate to number of 
pollination or all fructified seeds in all four years, followed by that of P. campanulata × P. lannesiana 
var. speciosa and P. campanulata × P. jamasakura. Prunus campanulata distributed in the south of 
Japan, China, and Taiwan were genetically different from each other. The original species of “early-
flowering cherry trees” with US origins were also identified using AFLP analysis, employing SSH as 
an indicator. Five cultivars were generated by crossings between P. campanulata × P. lannesiana var. 
speciosa and four from crossings between P. campanulata × P. jamasakura; three cultivars were 
intraspecific variations; and one cultivar had three genetic origins, while one had two. This 
study also revealed the characteristics of pollination, fructification, seed germination, and growing 
during crossing SSH—seeds of P. lannesiana var. speciosa cv. germinated well at 5 or 10°C after 
storage at 20°C for 3 months. Finally, a positive correlation was noted between the rate of fructification 
and the seed germination rate and between seed germination and survival rate to number of 
fructification. The number of fructifications and seed germination were important stage in the 
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めとする皆様に厚く御礼申し上げます。 
本研究の成果は、多くの東京農業大学卒業生及び在校生のご協力によるものです。生育地
調査にご協力いただいた淺見（旧姓 東中）祐美子氏、小林伸二氏をはじめ、共にサクラ属
サクラ亜属の研究を行った藤田さとみ氏、渥美直子氏、斎藤真吾氏、澁谷かずえ氏には、実
験や調査において多くのご協力を頂きました。深く感謝申し上げます。 
 最後に、常に励まし応援してくれた家族、福岡でお世話になった皆様に、心から感謝申し
上げます。 
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